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生物多様性に配慮する形に改めた興福寺「放生会」
〜個々の命同士のつながり（生態系）を大切にする儀式へ〜

Kohfuku-ji “Hojoe” ceremony now considered from 
a biodiversity perspective, and redesigned to recognize 
the interrelationships of individuals within ecosystems

遊魚目的や飼育魚類の遺棄による放流は，さまざまな
外来魚をもたらし，生物多様性に悪影響を引き起こす可
能性がある行為であることは言うまでもない．従来行な
われてきた保全や資源増殖を目的とした魚類の放流の多
くも，それらの目的に反して負の影響をもつ恐れがある
ことが近年明らかにされており，実施にあたって慎重な
検討が求められている（例えば，日本魚類学会，2005；淀，
2013；渡辺，2016；中尾ほか，2020；Terui et al., 2023）．
放生会（ほうじょうえ）は，古代インドを起源として

中国や日本に伝えられた生き物を野に放つことで殺生を
戒め命の大切さを説く仏教儀礼で（歴史の謎を探る会，
2006），のちに神道の行事としても取り入れられ全国各
地の寺社で行われている．放生会では魚類を放流するこ
とも多く，なかには外来魚や観賞魚を自然下に放つ行為
もあり，生物多様性に負の影響をもたらす可能性がある
ものとして問題視されている．このような儀式としての
魚類の放流は，人々にとって精神的・文化的な側面での
重要性をもつ一方で，もしその行為が生物多様性に悪影
響を及ぼすものであれば優先されるべきではない．

2017年 7月 15日に日本魚類学会が開催した市民公開
講座「第 3の外来魚問題―人工改良品種の野外放流をめ
ぐって―」のパネルディスカッションにおいても，放生
会が生み出す問題が提起された（細谷・渡辺，2017）．
パネラーの一人として参加していた著者の頭に浮かんだ
のが，奈良公園内（奈良県奈良市）の景勝地である猿沢
池において伝統行事として毎年実施されている法相宗大
本山興福寺の放生会であった．日頃から奈良公園で調査
活動をしている著者にとっては身近に行われている行事
であり，生物多様性保全上問題となり得る方法で実施さ
れていたからである．しかしながら，広く親しまれてい
る宗教的な伝統行事に対して，研究者がその方法の改善
を要請して受け入れてもらうことは相当難しいことであ
ると考えていたため，具体的な働きかけはできないまま
でいた．しかしその数年後，思わぬことに興福寺側から

著者にご相談をいただき，放生会の実施方法を改め，問
題の解決に取り組む機会に恵まれた（谷脇，2020）．本
稿では，その経緯とともに，興福寺における放生会の実
施方法の改善にあたり，どのような点に配慮し，具体的
にどのような取組になったのかを紹介する．全国各地の
寺社で実施されている放生会を含め，さまざまな目的を
もった魚類の放流が引き起こす問題解決の参考になれば
幸いである．改善前後の放生会やその他のこれに関連し
た取組の様子は，奈良テレビ放送が YouTubeにアップ
ロードしている当時のニュース動画の URLを引用文献
として掲載したので，参照されたい．

過去の（2019 年までの）興福寺放生会の問題点
興福寺の放生会は現在，毎年 4月 17日に実施されて

おり，寺内での法要後に隣接する猿沢池に移動し，僧侶
たちと一般参加者が読経後に手桶を用いて魚類を放流す
る形で取り行われている．その様子は観光客や地元の
人々に見守られるとともにマスコミにも報じられており，
古都奈良を代表する伝統行事のひとつとして広く浸透し，
親しまれている．興福寺における放生会の歴史の詳細は
不明であるが，現在の形で行われるようになったのは第
二次世界大戦後である（興福寺，私信）．この放生会では，
近年は主にキンギョCarassius auratusが用いられ，毎年
約 2,000–2,500尾が放流されている（奈良テレビ放送，
2019，2020a）．現場となっている猿沢池は，周囲約 400
メートルの護岸の全面が石垣で固められた人工的な景観
ではあるものの，春日山系を水源として奈良公園内をめ
ぐる水路から水が流入し，大和川水系の支流である率川
（いさがわ）に流出する形で自然流域の一部として存在し，
様々な生物が生息している．よって，猿沢池へのキンギョ
の放流は，「第 3の外来種」を生み出す行為といえる．
「第 3の外来種」は，近年，外来種問題への理解が深
まるなかで広く認識されるようになった国外
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外来魚をそれぞれ「第 1の外来魚」と「第 2の外来魚」
とし，これらに新たに加えたカテゴリーである．身近な
飼育品種・人工改良品種由来の魚が潜在的に外来魚とし
て問題を引き起こす危険性があることを，一般の方も認
識しやすくインパクトのある呼称として魚類の研究者に
より提唱された用語「第 3の外来魚」（細谷・渡辺，
2017；細谷ほか，2020）に由来する．この様に，飼育品
種・人工改良品種由来の生物が潜在的な外来種となるの
は魚類に限ったことではないため，著者は同様な問題が
認められるあらゆる生物の分類群に広くあてはまる「第
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3の外来種（または外来生物）」として提唱している（北
川，2018，2023）．魚類における「第 3の外来種」には，
一般に広く飼育されているキンギョ，ニシキゴイ
Cyprinus carpio，ヒメダカ Oryzias latipesなどが含まれる
が，なかでもキンギョはアジア大陸産のフナ類の一種の
突然変異体を起源とし，中国の文化のなかで品種改良が
進められ，室町時代以降に日本に広まって以降も独自の
品種改良が重ねられた魚である（鈴木，2019）．この魚
が人間の飼育・管理下にある状態では問題ないが，野外
に放出された時点で「第 3の外来種」として認識される
ものである．
外来生物に対する科学的な知見の蓄積と研究者を中心

とした社会啓発により，外来生物を生み出すことにつな
がる生物の自然水域への放流に対する社会的な理解が深
まりつつあり，多くの市民が問題意識をもつようになっ
ている．また，SNSなどの発達により，マスコミ等で報
じられる放流事例に対して，個人の意見表明が容易な状
況になっている．興福寺が毎年行ってきたキンギョを用
いた放生会に対しても，SNSなどを通じて多くの批判的
な意見が寄せられるようになっていた．このような状況
を受け，2020年 3月，著者のもとを興福寺の僧侶らが
訪れ，同寺院が実施している放生会の実施方法の問題点
の確認と改善方法について相談があった．このとき著者
は，1300年以上の歴史をもつ著名な寺院が社会の声に
耳を傾け，研究者に相談し，今後のあるべき姿を追求し
ようとする姿勢に大きな感銘を受けた．相談のなかで，
著者は僧侶らに対し，それまでに SNS等で発信された
意見や問題点を整理して伝えた．SNSでの発言の多くは
匿名であるため，なかには過激な表現が用いられるもの
もあるが，その指摘の多くは的を射たものであった．問
題点を改めて以下のように整理する．
（1）もともとそこに存在しない魚であるキンギョを放
つことの生態系への悪影響について―生態的な影響とし
て，在来のフナ類 Carassius spp.との競合や，それらと
の交雑による遺伝的撹乱，さらにそれらへの病原体の伝
播・拡散の可能性がある．これらは，これまで大丈夫だっ
たから今後も問題ないというものではなく，すでに起き
ている影響が認識できていない可能性もある．
（2）自然環境下では体色が目立ち，動きが緩慢なキン
ギョが格好の捕食の対象となること―実際に放生会後に
多くの水鳥が飛来し，放流されたキンギョが急速に姿を
消していっている実態があった．命を大切にするメッセー
ジとして放たれたキンギョの命を捕食者に差し出してい
るともいえる．また，同池に捕食者を誘因することで，
他の在来生物への捕食圧も高めている可能性も否定でき
ない．
（3）池の護岸上部と水面には 1メートル以上の落差が
あり，岸の上から桶に入ったキンギョを放流する方法が
強いストレスを与える（奈良テレビ放送，2020a）．
このように，命を大切にするはずの放生会が，現在の

方法のままでは目的に叶っていないと考えられた．相談

のなかで，興福寺としては，放生会が科学的・社会的に
問題があり，本来の意義と目的にそぐわないものであれ
ば，この伝統行事の取りやめも検討しているとの意向も
伝えられた．しかし，著者は，伝統行事を取りやめるの
ではなく，これらの問題点を改善して継続できる可能性
を考えた．さらに，興福寺のように影響力のある寺院が
取組の方法を変えることにより，各地の寺社で行われて
いる放生会の問題解決に波及する意義の大きいものにな
ることを互いに確認した．さらに相談を進め，この年
（2020年）の放生会からキンギョではなく在来種の放流
に改めること，また，当面，著者の研究室がその実施に
協力することを決め，引き続き問題点の解決方法，配慮
すべき点，これらをふまえての具体的な実施方法を検討
した．その結果，2020年 4月 17日に生態系に配慮する
形に改めた放生会を実施するに至った（奈良テレビ放送，
2020a；谷脇，2020）． 

新方式による放生会実施のプロセス
改善した新方式による放生会の実行にあたり，奈良県

文化記者クラブに対して著者と興福寺が合同で記者レク
を行い，在来種を放流する形に改める目的と意義を正し
く伝えてもらうために情報を提供した（近畿大学，
2020）．放生会の実施は，新型コロナウィルスの感染拡
大期でもあり，一般参加なしでの，僧侶のみによる行事
となった（奈良テレビ放送，2020a）．しかし，記者レク
が功を奏したのか，多くのマスコミ取材があり，放生会
の様子とともに実施方法の見直しの意図などがあわせて
広く報じられ，さまざまな立場の方から多くの好意的な
反響が得られた．翌年，翌々年の放生会も感染拡大下で
僧侶のみによる行事として開催されたが，新方式になっ
てから 4回目の 2023年 4月 17日に行われた放生会には，
一般申込者および猿沢池を校区に含む地元小学生も参加
した（奈良テレビ放送，2023）．これらの児童たちには，
後日，当研究室の学生と興福寺僧侶による教室での振り
返り学習も行われた．新しい形の興福寺の放生会は，地
域を巻き込んだ伝統行事としてさらに広がりを見せつつ
ある．

在来種の放流方法
従来の放生会の問題点を解消するために，キンギョか

ら在来種の放流に変更したが，その具体的な方法の検討
が必要であった．在来種であっても本来，当該水系に生
息しない魚種，つまり第 2の外来種を用いないことは言
うまでもない．また，元来猿沢池に生息する種であって
も，他の地域の個体群に由来する個体や人工的に繁殖さ
れた個体の導入は遺伝的撹乱や病気の伝播の問題を引き
起こす可能性がある．したがって，その場で捕らえた魚
を再放流する形が最善で，捕らえられた命を野に放ち殺
生を戒めるという放生会自体の意義を保ちつつ，生態系
にも配慮した形となる．しかし，この方法で儀式を継続
するためには，対象となる魚類が捕獲・再放流されても
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問題がない程度に猿沢池に十分な個体数が継続的に生息
できていることが前提となる．また，魚の採集後に放流
するまでの期間，個体を飼育・管理する担い手も必要と
なる．つまり長期的に儀式を運営・継続する仕組みも考
える必要がある．
猿沢池は，かつてはミシシッピアカミミガメ

Trachemys scriptaをはじめとする外来のカメ類が多数生
息したほか，オオクチバス Micropterus nigricansやガー
属 Lepisosteus sp.の生息も確認されていた．放生会とい
う行事もあり，人々にとっては生き物を放つための池と
して認識された側面もあったのだろう．同池の周囲には
柵がなく容易に入れる構造からも，飼えなくなった水生
生物を放つ格好の場所として利用されてきた可能性が高
い．猿沢池では，魚類などを対象にした生物調査がほと
んど行われておらず，生息する生物に関する実態は不明
であり，水質の悪化も問題になっていた．そこで，著者
の研究室が猿沢池で月 1回程度の定期的な生物・水質調
査を実施することを提案した．放生会をはじめとする伝
統行事の場のみならず，景勝地として世界中から多くの
観光客が訪れる独特な人間活動とのかかわりをもつ同池
の生態系を知り，生態系を含む環境改善により景勝地と
しての価値をより高める取組は，著者の研究室による調
査・研究や教育の実践の場としても魅力的なものであっ
た．調査時に捕獲された生物は，種同定・記録後にその
場で池に再放流するが，4月 17日の放生会の直前に行
う調査での捕獲生物は，在来種のみを選別して一時飼育
し，放生会に供することにした．一方，捕獲された外来
種についても，放生会が行われる場であることを尊重し
てむやみな殺生は行わず，生きたまま著者らの研究室ま
たは協力施設に運び，研究材料や教育用の飼育展示に活
用することにした．同池での定着が確認されている特定
外来生物のカダヤシ Gambusia affinisについては，環境
省より特定外来生物飼養等許可を取得し，生かしたまま
持ち帰り研究に活用している．放生会は一般の方が間近
に見学でき，また希望すれば参加もできるため，自らの
手で魚を放流することにより，池に生息する在来種を間
近に見て知り，環境への関心を高める機会になる．つま
り，研究者によるモニタリングや外来種除去活動と放生
会を組みあわせることにより，行事に池の生態系を維持・
改善する役割の一端を担ってもらう形にしたのである．
この貴重な場所での水生生物の特別採捕許可は，猿沢

池を管理する奈良県に対して本取組が生態系および長期
的に水質や景観の改善にも波及することを興福寺ととも
に説明して認められた．池での生物調査では，採集生物
や環境への影響を最小限にとどめるために，網もんどり，
手網による見つけ採り，水中撮影に限定し，また放生会
直前の採集魚は，興福寺境内に容量 500 Lのパンライト
水槽を設置し，エアレーションと簾による日よけを設置
して一時飼育することにした．放生会では，魚たちは法
要が行われるお堂前の大型水槽に移され，酸欠を避ける
ためにエアレーションし，法要終了間際に各手桶に約

10尾ずつ分けて入れた．これにより，採集から放流に
至るまでほとんどの個体が死亡することなく，放生会で
の在来種の活用が実践できている．
これらの取組を実施するなかで，当初想定した以上の

効果がみられている．放生会だけでなく，学生たちを中
心に定期的に行う調査でも，その様子や採集される生物
に関心をよせて足を止める人々に取組の内容を説明する
機会に恵まれている．また，調査の過程で，日常的な管
理者の景観維持活動では手の届かない池内のゴミ回収も
でき，池の景観保全に貢献している．さらに，これらの
活動がマスコミで報じられ，多くの人の注目を受け，活
動に参加する学生たちの意識の向上と成長の場にもなっ
ているように感じている． 

放流方法の改善
放生会における 3つめの問題点，すなわち，魚の放流

方法も改善された．上述したとおり，魚を護岸上部から
水面に落としていたが（奈良テレビ放送，2019），主な
放流魚がモツゴ Pseudorasbora parvaに変更されたことに
より，小型の本種にはこの方法はより一層魚体への負荷
が大きくなると考えられた．そこで，岸から池に樋状の
スロープを設置し，モツゴを流して放流する方式に改め
た．初年度の 2020年は，このスロープは以前より著者
の研究室の環境保全の取組をサポートしてくれている株
式会社ジェイテクト奈良工場より提供された．これには
コンクリートの流し込みに用いられる FRP製の大型樋
を利用し，コンクリートブロックで固定して行った（奈
良テレビ放送，2020a）．樋を伝って，水ごと池に流し込
まれたモツゴがスムーズに泳ぎだす様子が確認され，魚
体への負担が軽減されたものと考えられた．翌年，同じ
樋を木目調に仕立て，木製台座を備えた儀式用の専用ス
ロープに作り替えられたものが同社より興福寺に寄進さ
れた（図 1；奈良テレビ放送，2023）．著者の研究室の
学生らも，裏方として放生会を含む伝統行事すべてに参
加することで，本取組の意義について身をもって感じら
れる貴重な機会を得ている． 

図 1.　興福寺放生会のために設置されたスロープ（2021
年 4月 17日撮影）．
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在来種の命を育む取組の開始
在来種を用いた放生会は魚類研究者のみならず広い分

野の専門家から高い評価をいただいている．一部，事実
の誤解に基づく批判的なコメントは残るものの，興福寺
の放生会に対する SNS上の評価も一転し，多くは賛同
や支持を示すものとなっている．しかし先述の通り，猿
沢池で捕らえたモツゴを再び池に戻す放生会の方法は，
モツゴが十分に生息できる環境が維持されることにより
継続が可能となるため，そのためのより積極的な働きか
けも必要である．猿沢池に在来種のモツゴに次いで多く
生息するシマヒレヨシノボリ Rhinogobius sp. BFは，石
の間隙などに営巣し，その天井部に産卵する．このよう
な間隙を形成する構造物は，同池では護岸の石垣を除い
てきわめて少なく，両種ともに繁殖場所が限られている
と考えられた．仮に構造物を創出して間隙を作り出せば，
これら 2種以外の多くの生きものも利用できる．興福寺
より，同寺の南円堂の葺替えで下ろした江戸時代中期の
古瓦が大量にあり，活用できるのではとのご提案をいた
だき，これらを池に沈めて魚礁として活用することを計
画した．瓦自体が多孔質の素材で，水中の有機物などを
吸着し，微生物なども生育しやすい構造を備えている．
水質の改善が必要な猿沢池に設置すると，それ自体が改

善効果をもたらす素材として機能することも期待できる．
魚礁の設置にあたり，できるだけ不規則な形状の隙間が
多く作り出せるよう 17枚の瓦を 4段重ね，これを円形
に配置して 1基の魚礁を組み上げた．2020年 9月に人
工魚礁 3基を試験的に設置したところ（奈良テレビ放送，
2020b），翌年 5月の調査時に狙い通りこれらの魚礁にモ
ツゴやシマヒレヨシノボリが営巣し，多くの卵を産みつ
けていた．2023年 5月時点で計 11基の魚礁の設置を完
了しており（図 2），今後も継続的に増設していく予定
である．この取組により生物の個体数が増えれば，池の
生態系の健全化と物質循環の促進をもたらし，長期的に
は水質改善も期待できる．現在も，猿沢池にはカイツブ
リ Tachybaptus ruficollisなどの水鳥を見かけるが，このよ
うな捕食者の往来や定着が池の物質循環を促すとともに，
景観の向上により自然と文化財が共存する奈良公園内の
景勝地としてさらなる魅力の向上が期待できる．

人々を巻き込む取組
猿沢池越しに見上げる興福寺の五重塔，そのまわりで

芝を食むニホンジカ Cervus nipponの姿，これらの光景
は古都奈良の象徴ともいえる（図 3）．また，猿沢池で
は近隣の住民が日常の散歩コースとして利用している姿
も見かける．しかしながら，同池では上述のように水質
悪化が問題となっており，特に夏季にはアオコの発生な
ど景観上の問題もきたしている．また，水中には食品の
包装フィルムやビニール袋等のゴミが目に付くほか，調
査時にキンギョの群れや改良品種のメダカが突然現れる
ことがあり，現在も生物の遺棄的放流が行われているこ
とが窺い知れる．さらに，大型のニシキゴイやミシシッ
ピアカミミガメに対する給餌が水質や生息する生物に悪
影響を与えている可能性も推察される．このような状況
の改善には，放生会の実施方法の改善以外にもここを訪
れる人々の意識を変えていく取組が必要である．そこで，
前述の魚礁に用いる瓦に墨書きを入れてもらう取組を実
施している．17枚の瓦からなる魚礁は，下から 7枚，5

図 2.　興福寺の古瓦を利用した魚礁．上段，実際の猿沢池
に設置された 11基の魚礁の様子（2023年 5月 17日現在）；
下段，17枚の瓦を組んだ魚礁（下部のメジャーは長さ 2 m
を示す）．

図 3.　猿沢池越しに見る興福寺の五重塔．右にはニホンジ
カもいる．
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枚，3枚，2枚の瓦を 4段に組み上げるが（図 2），この
数字の組み合わせは，1けたの「素数」とそれらの合計
の素数により成り立ち，自体の数以外によって割ること
のできない性質に鑑み，人と自然の関係，人と大切な人
または物との関係を表している．瓦には人々のさまざま
な願いを墨書きして託し池自体への愛着を高める効果を
期待している．これらの瓦魚礁は岸沿いの浅い場所に設
置されており，水が澄んだ日には北側の道路から魚礁に
集まっている生き物の姿を見ることができる． 

今後の継続的な取組に向けて
一連の放生会の見直しとそれに関わる取組により，本

来，生き物の命の大切さを説く「放生会」が，個々の命
のつながりである生態系も大切にする，より意義のある
ものになったといえる．今後はこの新しい方法をより継
続できる仕組にすることが課題となってくる．そこで，
著者の研究室による活動の枠を超えて，広く推進するた
めの任意団体「灯と奈菜（ひとなな）」を立ち上げ，地
元商店街のイベントのお手伝いなどにも参加し，地域と
の交流を深めている．このような交流によって一連の取
組を地域へ浸透させていくことができれば，将来の活動
の担い手の養成にも繋がると考えている．著者が協力す
る取組の形から，今後は地域の方々の自立的な活動とし
て転換していく働きかけが，この取組を継続させ，将来
に続く伝統行事にするために重要であると考えている．

放流問題の認識を広げるために
従来行われてきた放流行為の問題点が，科学的な知見

の集積や技術の進歩，知識の更新によって徐々に明らか
にされてきた．研究者には，この問題を人々が正しく理
解できるよう，社会に広く情報を発信する役割と，放流
活動を改善するために助言・協力する役割が求められる．
ここに報告した興福寺の放生会の見直しは，研究者側の
発信に加え，身近な生態系の保全方法に対する社会の反
応（SNS等）が実施者へのメッセージとなり，これが研
究者との協働に結びつき，実施者が社会から再評価され
るに至ったものである．近年，本報告の事例以外に，良
好な関係性を築きながらヤマメ Oncorhynchus masou masou

の保全放流事業が見直されたケースもある（長谷川ほか，
2023）．しかし，全国的には魚類の放流事業に関わる改善
の成功例は稀で，専門家による建設的な助言が必ずしも
放流事業の実施者に受け入れられるとは限らないのが現
状であろう．今後，本事例報告が放流事業の実施者に対
して，あるいは著者と同様の問題の解決に取組む研究者
に対して，有用な情報となることを願っている．
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